
技法上さらに分好けることが可能である。   

a－1類 透孔を2・3・5の各l享如こ計3対もつ。比後が小さく＿l二にいくにつれて開く形態せぷ  

す。  

；l－2類 透孔を3・5の各段にもつ。形態が寸胴でこl－1矧より虹胱成が良好である。   

a－2′鱗 形態ほa－2蜘こ準ずるが焼成がぷ元烙作川の強い灰色の匁一己きであり，異色な存在で  

ある。  

◎b類 一般の普通1リ簡柏愉で，第1段突珊は胱底部から10川前後の位慣を巡る。透孔を2‥1の  

各段にもつ。朝顔卿1別命・形象埴輪け裾台都の呵儒朝滝もつ。   

埴輪の好i勅こみる配列状態をみると，用土した埴輪のうちプライマリーな＝二I二：1失態を示したもの  

はすべてl仁一a－2粕であり，項I王肛段裾部のテラス両こ州綾されていた。墳頂部を囲捨していた  

のはローa－－1研で，恥部よりも旧伽こ少なかったことがうかがえる。朝顔型埴輪の  
ニード川催される  

うち丁－aガiの一部ほ†酢尖に月机和而に配供されているが，その他のものについても填頂耐こ置かれ  

ていた可能性がある。形象埴輪はすべて墳頂部に配列されていたと推定される。】l－a－2′畑は本  

項でほ稀有な例であり，その他楕が？1ミ＝される。  

（2）低位憲突帯埴輪につし、て 本職1日二の1t－a掛こ屈すI－j筒埴輪は地下段の突帯が著しく低い  
（註2‘l）  

位優に貼り巡らされたものである。これら町埴輪ほ低位慣突帯埴輪と呼称され，近年にわかに‡＝二l  

を集めている。  

低位艦突鞘埴㈲の分布は横内からl甘束地方にかけて確認されているが，もっとも多く渠・いしてい  

るのは北関東の群馬・栃木両県である。栃木県でほ既にこの仰の埴輪の喋成と試論がなされてお  
（乱25）  

り，近年の捌査捌から12ケ所の川上地を紹介している。同県では，これらの埴輪ほ後期古墳のメル  

）クマールとして六世紀後半以降のl－川が比定されており，それらの分れ掛川が附ヒ及び鬼怒川東岸  

地域でほ認められないことから，所詐＝‾毛町国」の勢力粕川に盛行したものであるとされている。  

群馬県内出土の低位置突帯埴輪 群蟻県下においては太一l糊子塚古墳例の他，数例が知られるの  

みであったが，近年の検討では数量で栃木県を卜l「i】ることが明らかになってきた。それらのうち管  

」）（に触れたものをまと枇のが第5如ある。  
これらの‖＝J膏断片前方後l1用射こ限られていることが指摘できるが，これほ栃木矧ノ引こおいても  

同様の傾向が認められており，低位置突帯埴輪の特徴のひとつになっている。  
〈  

分布と供給案及びその年代 県l和こおける分イl汁よ太Il怖周辺な小心に県下榔或に広がっているが  

これらほ各地域ごとに根申しており，それぞれに供給窯を含めてグルーピソグすることができる。  

もっとも分イIfの多い太IT川田周辺でほ，大前プ′後I11墳を小心に7遺跡で認められている。これらの  

巾こは五世紀代の追跡（糊了∴塚・大川天神llい米沢ニッ山）も令んでおり，他地域と様州が異なる  
（許26）  

点で特筆される。その後，六l杜絶末射こ兵庫塚，七世紀糾封往こ坐晶ニッItlの州現せみるが，これら  

の一拍往こ供給したと考・えられる北金井埴蘭窯跡が操業を開始するのは六l！l：絶後半以降とは、われる。  
＼
．
ノ
ー
ー
 
（
 
 

ぞ
一
 
 

㍍ 金冠塚を含む小毛地区では六世紀前半の前二  
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設例があげられる。分布の少ない西‡E地区でほ  が，この他に特異庵例として山王廃寺跡発見のi  

六世紀後半の七興Ilい1勘l欄刷の他これらの供給窯と考えられる本郷窯制例がある。県Iノ引こおける  
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表－5 椰．隠県内川士の低位躍突指埴輪  

No．   川 」二 迫 f椎   柿  
別  規 模 （全長・7Jり  所  在  地   

口  金 ラ武 塚1㌻ 墳   前方後円墳   52   前橋両川は11り■   

2  小 二 山 了！一一 項：  前ノバ女「j墳   50   前橋砧文京呵●   

3  前 二 子 了！】’墳  前方後l＝り唄：   93   前傾JlJ西火脚り■   

ロ  七 典 ‥t 古‘墳  前力後日墳   ‖5   藤剛り⊥灘令   

5  堂 ‥ト稲 桐山埠t  前プ躇椚欄   5（）   缶岡吊一の宮   

6  本 郷柚輸窯跡  埴輪鰭跡  藤岡れ本郷   

7  三 郷 91年墳  前方後ド閲   73．6   伊勢崎れ磯志～－U町   

8  州名双児11け】一項．  前方後円墳   82．8   佐波fぎl慨町   

9  大＝巨大利11＝1】■墳  荊力後円墳   210   太11川flノ、け島   

10  朝 子 塚 ■i4】‘墳  前方後け墳   12こう   大川砧井沢   

‖  北金井柚輪窯跡  柚輪廻作址  太け川りと金井   

12  共Jポ 彪衰 1’墳  前方後【－j哩‡  後r1j径33   新け＝！l；新l川lり’   

13  生ん－，ニッIl＝l－■墳  前方後【－j頃   76．8   ≠川耶裾‖町   

ト1  北沢ニッllIl号1！1一明  前方後l－機   7‘1   大任川f米沢   

15  ‥1王 座 寺 跡  転用施設  前橋了1f総社Ilり■   

供給窯は今のところこの二例のみであるが，窯跡の実態が不明である現在確証を得るものではない。  
（註29）   

低位置突帯埴輪に関する諸問題 栃木県の附鋤こおいて，低位置突′闇瑚和こほ折り返しl二I緑の円  

簡埴輪がしばしば州半することが指摘されているが，  

金冠塚古墳からも木調舶こおいて3什の折り返しlこl縁  

埴輪を検州している。（PL－16）竹見では折り返し  

口縁埴輪は現在までに6例確認されており，そのうち  

5例までが低位置突梢＝埴職と八伴することが明らかに  

なっている。しかし，これらが同一個体として発見さ  
（計：う0）  

れた例は現在までのところ知られていないが，折り返  

しll縁埴輪は6世紀末葉以降に位檻付けられるので，  

両寺川射こ系統＿1二のつながりを求めることは可能なよう  

である。  

表－6 折り返し【l緑埴輪川土地  

No．  出 土）出 跡  低位置突帯 埴編との共伴例   

口  金魁塚古 二噴   ○   

2  七 典11」古 墳  ○   

3  岩舟岬塚■11●墳   
○   

‘1  庸沢山ゴルフ場  ＝：一 一  ○   

5  橋 本 7！i▲ 頓：  ○   

6  芙ノし里村19小片墳   ？   

1 仁  
（許2‘l） ここでは一応基底面から5川以州こ第1J莞突帯がつくものをいう。  

（訂25） 蘭rl久舅・鈴木勝「栃木柚こおける後ルhl瀾川二1∴の鳩輸の一機相」『栃木り，与火脚究12号』（1980年）  

各部名称は本例にならった。  

（訃26） はたしてこうした初州Il膵糾桐備にみられるものと，後」U＝l■墳牲イ1●とされる低位檻突用朝斬が同じ系  

譜をたどるものであるのかどうか削らかでない。その′点これらを同じ鶴崎のものとしてとらえるこ  

とに＝川根追があるかもL′れないが，11三確なでf料・鮒成が望まれる規段l札 これらの酬明ほ今後に残さ  

れた課題であると考・えられることから，ここでほ畑例としてとりあげておく。  

（言l三27） 前二子ホ墳の～Lu二．晶については相川之英埼の御徽示による。記して謝意を表する。  

（許28） 二次利川施設の1了∫能性がある。州用盲「‥仁E廃寺跡；捌些】次調在幸卜措▲j考察一特に埴輪転川施設につい  

て－ 『礎』8弓・前桶二L業高校腰史研究部（1978咋）  

（封：29） 註25に同じ。  

（許30） 刷俊二郎『埴輪朝刊』第一IllI（1973咋）  
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